
30建設業界 2014.12

い
な
い
だ
ろ
う
。
昨
年
開
業
し
た
大
手
宅
配
業
の
物
流

セ
ン
タ
ー
に
は
最
新
鋭
の
マ
テ
リ
ア
ル
・
ハ
ン
ド
リ
ン

グ
機
械
が
設
置
し
て
あ
り
、
物
流
施
設
が
、
正
に
先
端

技
術
の
結
晶
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
し
、
そ
れ
故
、
施

設
規
模
も
大
規
模
化
、
集
約
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
交
通
計
画
分
野
で
は
、
以
前
か
ら
、『
ど
こ
で
も
ド
ア

問
題
』
と
称
さ
れ
る
質
問
が
あ
る
。
交
通
の
最
大
の
目

的
は
「
よ
り
早
く
、
よ
り
安
く
」
で
あ
る
た
め
、
究
極

の
交
通
手
段
は
『
ど
こ
で
も
ド
ア
』
で
、
そ
の
利
用
支

払
意
思
額
は
ど
の
程
度
か
、
ま
た
は
移
動
過
程
を
楽
し

み
た
い
の
で
、
利
用
し
た
く
な
い
こ
と
も
あ
る
…
な
ど

と
い
っ
た
使
わ
れ
方
が
さ
れ
る
。
物
流
を
例
に
、
市
民

に
同
様
の
質
問
を
す
る
と
、「
今
す
ぐ
希
望
の
商
品
が

届
く
ド
ア
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
大
手
の

通
販
事
業
で
は
、
首
都
圏
で
あ
れ
ば
当
日
配
送
も
実
現

さ
れ
て
お
り
、
正
に
『
ど
こ
で
も
ド
ア
』
が
目
前
に
現

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
が
、
も
ち
ろ

ん
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
最
新
の
物
流
施
設
だ
。

　
さ
ら
に
進
む
と
、「
注
文
前
に
届
く
」
こ
と
も
不
可
能

で
は
な
い
。
こ
れ
は
冗
談
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
で
商
品

を
検
索
す
る
デ
ー
タ
は
各
個
人
ご
と
に
集
め
ら
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を
利
用
す
る
の
で
あ
る
。
大
手
の
交
通

ナ
ビ
会
社
で
は
、
数
日
前
か
ら
検
索
が
増
え
始
め
る
位

置
を
発
見
す
れ
ば
、
そ
れ
が
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
こ
と
も
判
明
す
る
そ
う
だ
。

　
交
通
と
情
報
が
結
び
つ
き
、
思
わ
ぬ
サ
ー
ビ
ス
や
施

設
整
備
の
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
時
代
で
あ
る
。
ま
す

ま
す
異
分
野
と
の
技
術
や
情
報
交
流
が
欠
か
せ
な
い
。

陸
新
幹
線
の
富
山
・
金
沢
開
業
、
首
都
高
速
道

路
の
品
川
線
供
用
、
北
海
道
新
幹
線
新
函
館
北

斗
延
伸
な
ど
、
こ
こ
数
年
は
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な

新
規
交
通
基
盤
施
設
が
数
多
く
お
目
見
え
と
な
る
。
取

り
分
け
、
首
都
圏
で
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
完
成
期
限
の
目
途
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
『
三

環
状
道
路
』
の
概
成
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
形
成
は
、
物
流
の
世
界
に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
東
京
都
市
圏
で
は
、
十
年
に
一
度
、
国
土
交
通
省
に

よ
る
『
東
京
都
市
圏
物
資
流
動
調
査
』
が
行
わ
れ
て
い

る
。
最
新
は
平
成
二
十
五
・
二
十
六
年
度
の
第
五
回
調

査
で
あ
り
、
筆
者
も
モ
デ
ル
分
析
や
政
策
提
言
な
ど
で

関
わ
っ
て
い
る
。
実
は
前
回
の
第
四
回
調
査
時
（
平
成

十
六
年
度
）、
三
環
状
概
成
に
よ
り
、
ど
こ
に
物
流
施
設

が
立
地
す
る
か
を
モ
デ
ル
分
析
で
予
測
し
た
こ
と
が
あ

る
。
昨
今
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
、
圏
央
道
開
業
区
間
周

辺
の
物
流
施
設
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

実
は
こ
の
現
象
は
、
十
年
前
の
分
析
で
概
ね
予
想
さ
れ

て
お
り
、
地
方
自
治
体
も
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
近
辺
の

土
地
利
用
や
接
続
道
路
の
見
直
し
作
業
な
ど
に
着
手
し

て
い
た
。
し
か
し
、
現
実
は
そ
の
予
想
以
上
の
『
物
流

不
動
産
バ
ブ
ル
』
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
外
資
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
国
内
の
大
手
民
間
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
も
物
流
施
設
建
設
に
注
力
し
始
め
て
い
る
が
、

さ
て
、
何
が
起
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
様
々
な
要
因
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
が
、
ネ
ッ
ト

通
販
の
利
用
拡
大
が
一
つ
の
原
因
で
あ
る
こ
と
は
間
違
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モノをはこぶ『どこでもドア』とは？


